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(1) 動機： わが国の林業就業者数は長期的に減少傾

向で推移しており，今後は限られた労働力で森林

を適切に管理していく必要がある．そのためには，

生産力の高い林地や林道から近い林地など収益

性の高いところに存在する人工林に対して優先的

に労働力を投入して管理するとともに，GIS などを

利用してそのような人工林を把握する必要がある．

「地位」は林地の生産力を示す概念で，通常は上

層木の平均樹高が基準として用いられる．地位を

いくつかの級に区分したものを「地位級」と呼ぶ．そ

こで本研究では，地位級と地形条件との関係を分

析し，ＧＩＳを利用して地形条件から簡易な方法で

地位級を推定する方法を検討した． 

(2) 方法： 本研究の対象樹種はヒノキ，対象地は東京

大学千葉演習林である．まず，ヒノキ人工林内に

52 点の調査点を設定した．そして調査点ごとに

DGPS で座標値を取得するとともに，周囲の優勢木

3～5 本の樹高を測定し，平均樹高を算出した．次

に，樹高成長曲線を用いて，調査点の平均樹高か

ら 60 年生時の平均樹高を推定した．60 年生樹高

20ｍ以上，16～20ｍ，16ｍ未満をそれぞれ地位級

１，２，３に区分して調査点ごとの地位級を求めた． 

基盤地図情報の等高線と標高点のデータから TIN

（Triangulated Irregular Network）を作成し，その

TIN から空間解像度 10m の DEM（Digital Elevation 
Model）を作成した．地位を推定しうる地形因子とし

て，斜面傾斜角，集水域積算，湿性指数，露出度，

陰影起伏，曲率，断面曲率，平面曲率の 8 つを候

補とし，これらの値を DEM から算出した．そして，

調査点における各因子の値を取得した． 

地位を目的変数に，地形因子を説明変数にとり，

判別分析により判別関数を求めた．得られた判別

関数を用いて対象地全域の地位級を求めた． 

(3) 結果： 判別分析の結果，湿性指数，露出度，平面

曲率の 3 つの地形因子が説明変数として選択され

た．判別精度を表す的中率は，73％であった．判別

分析の結果を基に，湿性指数，露出度，平面曲率

の３つの因子から千葉演習林のヒノキの地位級区分

図を作成した（図 1）． 

(4) 使用したデータ： 

・ 「基盤地図情報（縮尺レベル 25000）」国土地理院 

(5) 使用したソフトウェア： 

・ ArcGIS9.3（ESRI 社） 

・ R ver.2.11.1 

 

図 1： 解析の基になった DEM 

 

 

図 2： ヒノキの地位級区分図 


